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研究成果の概要（和文）：愛知県内某自治体の定年退職者約3000名に、コロナ禍期間中の生活習慣、社会参加
度、主観的な心理・健康状態の評価及び病歴に関する質問紙調査を行った。統計解析は二項ロジスティック回帰
モデルを用いた。交絡因子としては、性別、年齢、運動量、睡眠時間、喫煙習慣、自身のコロナ感染歴、孤独
感、社会参加、現在就労の有無などを考慮した。コロナ禍期間中に飲酒頻度の「増加」群、一度に飲む量の「増
加」群、自宅飲酒頻度の「増加」群は該当項目の「変わらない」群と比べ、うつ状態のオッズ比の約２倍であっ
た。また、入院既往歴のある者とそうでない者に比べ、コロナ禍期間中における健康状態の悪化した割合のオッ
ズ比が約２倍であった。

研究成果の概要（英文）：A questionnaire survey was conducted among approximately 3,000 retirees in 
the Aichi Workers' Cohort during the COVID-19 pandemic, focusing on changes in lifestyles, disease 
histories, and other factors. Statistical analysis was performed using a binary logistic regression 
model. Age, gender, physical activity, sleep duration, smoking status, history of COVID-19 
infection, loneliness, social participation, and current employment status were adjusted in the 
model. The odds ratio for depression was about twice as high in the groups that reported an "
increase" in the frequency of alcohol consumption, the amount of alcohol consumed at one time, and 
the frequency of drinking at home, compared to the groups that reported "no change from before the 
padamic" in these behaviors. Additionally, the odds ratio for deterioration in health status during 
the pandemic was about twice as high in those with a history of hospitalization compared to those 
without such a history.

研究分野： 循環器疾患疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
コロナ禍期間中に、外出の制限や自粛により生活及び医療環境が大きく変化し、高齢者の健康管理が適切に行わ
れてない可能性に注目した。定年退職者において、うつ傾向と飲酒の頻度の増加及び飲酒量の増加が正に相関す
ることが分かった。また、入院既往歴のある者とそうでない者に比べ、コロナ禍期間中における健康状態の悪化
の割合が有意に高いことがみられた。本研究課題の結果は、コロナが終わりつつの今現在でも、飲酒やその他の
生活習慣に対する適切な指導が必要であること、健康が悪化した者への継続的な医療支援が必要であることが強
調され、新たな感染症や危機状況に備え、効果的な公衆衛生政策や医療システムの改善の重要性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
コロナ禍において、外出の制限や自粛により、人間関係や日常生活が大きく変化した。特に、

患者の医療施設へ訪問の回避や、診療や治療を受ける障壁が高まることにより、健康管理が適切
に行われてない可能性が高いことに注目した。本研究は、愛知県内某職域の定年退職者を対象に、
コロナ禍の期間中の生活習慣、主観的な心理・身体状態、社会参加度などを調査し、感染症拡大
期間中の高齢者、特に精神や健康状態が弱い者における行動変容などを明らかにし、公衆衛生政
策や医療システムの改善に向けての示唆を提供することとした。 
 
２．研究の目的 
コロナ禍においては、飲食店の営業時間の制限、またお酒の提供が制限された。この変化に伴

い、人々の飲酒のパターンも大きく変わり、自宅で飲酒する頻度が増えたとされる。イギリスの
一般人を対象にした研究によるとコロナ禍における全体的な AUDIT（Alcohol Use Disorders 
Identification Test）スコアは減少したが、およそ４分の１の人ではスコアが逆に増加した。不
安・うつスコアと AUDIT スコアの上昇の間には有意な正の関連があり、アルコール摂取がう
つ、不安、ストレス症状の高さと関連しているとされた。アルコール消費増加の主な理由として、
「ストレス解消」があったと報告されたが、この「ストレス解消」を動機として選択したことは、
コロナ禍の不安と抑うつ両者のスコア上昇とも相関していた。日本国内においてもコロナ禍に
おける飲酒行動の変化による健康状態への影響が示唆されたが、十分な知見はなく、職域コホー
トの退職者からなる高齢者において検証することを第一の目的とした（飲酒行動の変化と精神
的健康状態の関連）。また、コロナ禍における生活上の制限は医療アクセスを含む人々の生活の
様々な分野に及び、身体的、精神的健康状態の悪化が報告されている。高齢者、特に入院歴の有
無によって、コロナ禍の影響が異なる可能性が想定された。そこで、定年退職者を対象に、入院
既往歴の有無と主観的な健康状態及び精神状態の悪化との関連性を調べることを第二の目的と
した（入院既往歴と身体的・精神的な主観的健康状態変化との関連）。 
 
３．研究の方法 
中部地方の自治体公務員を対象とした愛知職域コホート研究の対象者のうち、2022 年 2 月時

点で同職域を退職していた約 3,000 名を対象に既往歴、生活習慣、社会参加、心理的・身体的健
康状態等に関する質問紙調査を行った。 
第一の課題である「飲酒行動の変化と精神的健康状態の関連」は、退職者のうち調査時 65 歳

以上の者を対象とした。飲酒習慣がない者またはコロナ禍前にすでにやめていた者、コロナ禍前
後の飲酒習慣の変化に関する回答に欠損のある者、日本語短縮版 CES-D の 11 項目短縮版の 3項
目以上の無回答者、その他の解析変数に欠損がある者を除外した 1,027 人を解析対象とした。
CES-D が 8 点以上で評価したうつ傾向を結果変数、コロナ禍前後での飲酒行動の変化（変わらな
い[基準群]、増加した、減少した）を説明変数、性別、年齢(歳)、余暇身体活動量、社会参加（JST
版高齢者活動能力指標の社会参加 4 項目の得点）、睡眠時間(時間)、健診受診有無、同居家族有
無、自身のコロナ感染歴、孤独感（UCLA 孤独感尺度）を調整変数とするロジスティック回帰分
析を行った。 
 第二の課題である「入院既往歴と身体的・精神的な主観的健康状態変化との関連」は、退職者
のうち 60 歳以上の者を対象とした。入院既往歴に関する情報、コロナ禍前後の身体的、精神的
な主観的健康状態の変化に関する質問、その他の解析変数に欠損がある者を除いた 1,687 人を
解析対象者とした。身体的、精神的な主観的健康状態の悪化を目的変数、入院既往歴（既往歴な
しが基準群）を説明変数、性別、年齢（歳）、就労の有無、自身のコロナ感染歴、睡眠時間(時間)、
余暇身体活動量、飲酒習慣、喫煙習慣、孤独感（UCLA 孤独感尺度）を調整変数とするロジスティ
ック回帰分析を行なった。 
 
４．研究成果 
（飲酒行動の変化と精神的健康状態の関連） コロナ禍期間中の飲酒頻度の「増加」は「変わら
ない」に比し、うつ傾向ありと有意に関連した（多変量調整オッズ比：2.97）。一方、一度に飲
む量の「増加」や自宅飲酒頻度の「増加」は「変わらない」群と比べ、うつ傾向ありと正の関連
を示したが、その関連は統計学的には有意ではなかった（それぞれ多変量調整オッズ比：2.20、
P=0.11； 1.59、P=0.11）。コロナ禍前後の飲酒頻度の増加はうつ傾向と正に関連を示した。本解
析は自己申告で把握したコロナ禍前後の飲酒頻度の変化とうつ状態との横断的解析であり因果
関係は不明である。コホートデータベースに含まれる研究対象者のコロナ禍前の飲酒習慣やう
つ状態に関する情報を考慮した縦断的解析が今後必要である。 
（入院既往歴と身体的・精神的な主観的健康状態変化との関連） 入院既往歴を有する高齢者は
そうでない者に比し、コロナ禍期間中の身体的な主観的健康状態の悪化と有意に関連した（多変
量調整オッズ比：1.84）。しかし、入院既往歴は精神的な主観的健康状態の悪化とは関連しなか
った（多変量調整オッズ比：0.82）。本解析は横断的解析のため因果関係は不明であるが、コロ



ナ禍期間中に、医療機関へのアクセスが制限されたこと、患者自身が外出を自粛したこと、特に
医療施設を訪問することを避けたこと等により、医療ニーズが高いと考えられる入院既往歴の
ある者では、身体的な主観的健康状態の悪化と関連したことが想定された。今後、コホートデー
タベースに含まれる研究対象者のコロナ禍前の主観的健康状態や既往歴の情報を考慮した縦断
的な検討が必要である。 
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